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1983年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ヌ  ン (7,135m)

1983年度ヒマラヤ登山学校は、カシミールの

盟主ヌン峰で実施することに決定しました。これ

は単なるパック登山とはまったく異なり、自ら遠

征を行なえる人材を育成することを主限としてお

り、経験豊富なインス トラクターのもとに、正し

いセオリーにのっとった確実な登山を指導してい

ます。隊員はすべて、装備・ 食糧・ 輸送 0梱包・

渉外等の具体的実務に参画していただき、また国

内山岳での強化合宿も行なうなど、 ヒマラヤ遠征
全般を体得できるように組まれております。

過去の卒業生は、現在ヒマラヤで幅広い活動を

行なっており、登山学校の経験を基にしてさらに

遠征を実践している人は9名 に達し、その中には

8,000m峰登頂者 4.名 も含まれています。

登山学校隊の実績は下記のとおりです。

・ 1977年  タルコット (6,099m)
(JACに協賛して行なった)

01978年 ヌン (7,135m) 4名 登頂
トリスル I峰 (7ユ 20m)6名 登頂
II峰 (6,690m) 7名 登頂

01979年 キャシー ドラル (6,400m)6,000
mま で

。1980年  クグルナー ト・ ドーム (6,831m)
19名登頂

01981年 ナング●カー ト (6,61l m)事故の
ため断念

01982年 クン (7,077m)現在準備活動中

実施要項

目 的 ①ヌン (7,135m)登頂

②高所登山の基礎修得

時 期 1983年 7月 末～8月末 (35日間)
負担金 71万円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります)

定 員 20名

インス トラクター4名 (医師含む)

申込み 1982年 6月 末までに下記宛に申込むこ

と (資料を送ります)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-2-1

淀橋食糧 ビル 日本ヒマラヤ協会

★今年度より準備活動、強化合宿等をより万全に

行なうため、締切 りを早 くします。希望者は早急

にお申し込み下さい。

この登山隊の旅行手続は、(榊西遊旅行が担
」
(し ます。旅行業代理店業1976号

ククア ール氷河源頭のテイルマンのコル (5,791π )に立つと長大なバツーラ

氷河を挟んでククサ ール (6035π )の全容が望まれた。  内田 勲

E7=A No.12s
|| .|― _|■ .    ||‐
|‐
||||‐ | ||‐

|||‐‐||‐ |.:`|||:|‐‐||||| |‐
‐
|  ‐ ‐‐  | |‐ ‐‐|― ||‐ ‐|‐ ||‐  ‐‐|

土 屋   守

5.ヒ マラヤニュース (地域ニュース・トピックス・インフォメーション)

8.ドルジェ0ラ クパ初登頂 法政大学Ⅱ部 山岳部隊

13.第二次カンチェンジュンガ学術遠征報告 五百沢 智 也

15.
||■■■  .
未踏への誘い (1)

ヒマラヤ閑話 ⑩

男

勉

中
心

本

野

杉

水

ヒマラヤの報告書紹介 ①

24.事務局日誌・寸感
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ヒマ ラヤ放 談
ここにチペ ットに魅せられ、ラダック、ザンス

カールに通い続けている男がいる。土屋守氏。学

習院大探検部 OB。 1975年 に訪れて以来、滞
在日数は延ベー年になる。「 天真爛漫、かつ男と

しての魅力あふれる遊牧民気質にひかれて。 」と

語る土屋さん も、どこか大陸的な風格の持主だ。

乾燥冷涼の地に生 きる人々の暮 らしを見つめる

目は、同時に日本と氏自身を見つめる目であった

ようだ。 現在、雑誌「 フォーカス 」編集部に勤
務。ラダック研究会、地平線会議の世話人でもあ

る。

土屋 守
ミ
ヨ カ ンミ冬 籠 りの 部屋         居室とか食料貯蔵庫となっている訳です。で、一

階は全部、家畜の部屋になっていますね。ところ

――一土屋さんは1975年 以来、ラダッタに通   が、一階の一番の奥に｀ヨカン ″という部屋があ
い続けていらっしゃるのですが、今回はラダック   るのです。その部屋は何かというと、夏は使わな
●ザンスカールの生活、風習についてお話を伺い   い。冬の本当に寒い一月二月の約 1ケ 月半から2
たいと思っています。まず、 1976年 の、学習   ケ月、この｀ヨカン ″で冬籠りするんです。
院大探検部の遠征についてお聞きしたいのですが。  ‐――一人間がですか?
土屋 この時はザンスカールの トゥングリとい    土屋 人間がです。冬眠するんですよ。
う村に住み込んで一ケ月調査をやった訳です。こ   

―
ハァ、冬眠 !ヨ カンと言うよりもアオカン

の時の目的は広範囲にわたってまして、僕らのや   という感じですな。 (笑 )本当に冬眠するんです
れる文化人類学といってもたかが知れている訳で、  か ?
出発前に色んな人からア ドバイスを受け、住居調    土屋 ま、冬眠はオーバーですけど、 ヨ`カン″

査をやりました。                 で全部生活するんです。

―
家の大きさとか測るんですか?        

一
大きさはどれ位ですか ?日本の畳で言えば。

土屋 ええ、家の大きさとか間取り、部屋の名    土屋 家によって違うけど6～ 8畳位ですか。
称、それからどういぅ順序で建てられるのか、どう   

一
これはザンスカールのどこにもありますか。

いう意味を持つのかなど、かなり詳し〈ゃりまし    土屋 ありますね。ただ、現在｀ヨカン ″で生
た。その結果、一番古い住居形式を残しているの   活することが段々なくなりつつあるんです。
がザンスカールであると僕は思っているのですが。  ‐―――これは一階でしょう?一階だと地面に近い

一
ははあ、古い?例えば。           から余計寒いんじゃないかって気がするけど。

土屋 特徴的なものに ヨ`カン″があることです。   土屋 いやかぇって暖いです。半地下になって

一
ヨ`カン″?ヨ カンとはどういう事ですか?   ますし、それにヨカンの回りを全部家畜部屋が囲

土屋 ｀カン ″とは部屋のことで、｀ヨ ″は下   んでるんです。入って驚いたんだけれど、中は熱
という意味で、「 下の部屋 」という意味しかない   気がファーなんです。家畜の体温で守られている。
んですが、普通、住居は三階建てて、三階は全部   それで、ヨカンのかまどのすぐ隣りの部屋には、
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その年生まれた小羊とか小山羊とか入れてあるん   ている?あの、インディアンの守護霊みたいなも

です。一階の部屋は割と迷路みたいになっていて、  のですか。イニシェーションで出会う動物の霊とか。

家の入日から一番遠い所にヨカンの入口がぁって    土屋 いや、守護霊とは違います。日本で言え

外気が入り込まないようになってるんですよ。    ば氏神みたいなものですか。結講、抽象的なのが

一
これは初めて聞いたな。それから1979   多いんですよ。「 東の方の神」とか。で、この` パ

年に入られてますね。               スプン ″の中にはタブーがありまして、同じパス

プンでは結婚できない。近親相姦になりますから。

失われた王国―ザンラ         又、異なるパスプン間にもタブーがあって、人が

土屋 この年はザンラという村を目ざしたんで   
死んだら何十日か敷居をまたいではいけないとか。

す。 とい うのは、
′76年 の トゥングリの調査で語れ   ―

この｀パスプン ″は色んな所で見 られるの

■̀ キ
`、
9

ることが全てのザンスカールの村にあてはまるか    
ノ`′V・

と言 うと疑間がありまして、もっと村として奥ま    
土屋 チベ ットには全んどあるのしゃないです

った所にある村はないかという考えがありました。  
かね。 ラダックでも同 じことなんですが、既に形

一
あのあたりで一番大きいのはパダムですね。  

骸化されていて、あまり重要な要素を持 ってませ

パダムでな〈ザンラを選んだ理由は。        
んが、ザンスカールは未たに強 く残っています。

もI]とザ多i911:皇獣[負ク会見』]]ヒ   ザンスカールの文の生活
たけど今は完璧になくなってる訳です。で、ザン   ~さ て、いよいよ81年 には凍 りついたザンス

スカール王朝は15Cか16Cに二つに分れ、その一   カール川の氷を歩いてザンスカールヘ入 られまし

つがパダム王朝でもう一つがザンラ王朝です。ノ
く   たね。

ダムの方は潰滅 したけれどザンラの方はいまだに    土屋 ええ、あのルー トは正味一ケ月位ですか

続いているのです。「 ザンラ王朝 」とい うのはフ   ね。氷の上を通れるのは。

ランクゃミッシェルバイセルの文献にも出てきま   
一
冬のザンスカールに入ろうとした動機は。

す し、ザンスカールの中では特異な村です。わず    土屋 先に言いました
｀ヨカン ″の生活ですね、

か30年前校では王朝があった訳てかなり由緒正し   非常に面白いと思って、実際に見ないとグメだな

い王家であることは間違いないのです。       とoそれと、夏のザンスカールに行ってますと彼

―
そのザンラで何か発見がありましたか。    らの生活はやはり冬中心だということがわかって

土屋 ザンラの、 3m人の家を調べ父系社会と   くるんです。全て夏は冬の貯えて、厳 しい冬をい

いうのですか、父方の集団がかなり強い結びっき   かにして越すかということは大変なことなのです

を持 っていることがわか りました。          よ。ですか ら厳 しい冬のザンスカールを見ないこ

一
チベ ットは女性の方が強いと思っていまし   とには彼 らのことを語ろうにも語れないと思った

たが。                      んです。

土屋 いや女は強いですよ。 もちろん。 しかし、  
一
なるほど。天候はどうでした。雪や寒さは。

家系的には父方からの継承をしている。あの、り|1    土屋 三日に一回雪が降るけど大雪になること

喜田二郎さん達がネパールの トルボに「 骨と肉の   はめったにない。積雪は平均 lm位です。僕が行

概念 」があることを百 ってます。つまり、父方か   ったのは 2月 から3月 にかけてで、本当に寒い時

らは骨を継承 し、母方からは肉を継承するという、  期を過ぎてます。あの、パダムで聞いた時、今年

一つの「 骨を同じ〈する集団 」の結びつきが強 く、  はあまり寒 くなく、一月に一度-40℃ になったと、

この集団はザンラで11グループに分かれ、それぞ   あと平均 して-20℃位でした。

れが
｀ノくスプン ″を持 っているとい うことがわか   ~ウ ーン、そんなに寒い感 じではないですね。

ったのです。                    この雑誌 (山・ 渓 198108)で 見ると着てい

一
一人一人が

｀パスプン ″とい うものを持 っ   るものは夏と変 らんみたいですね。

-2-



土屋 いっしょですね。全んど、ただ靴はいい

靴はいてます よ。

一
食物は夏と冬と変わ りますか。

土屋 ええ、夏は全んど肉は食わないですね。
冬に肉を食べる。寒いからそれだけカロリーをと

らないといけない訳です。

一―― 冬の生活はどんな風ですか。

土屋 そ うですね。大体、朝起きるのが遅いで

すよ。陽が昇 ってかなり暖か くならないと起 きな

い。平均 9時位ですよ。それて、起きてまず、お

茶よりもイ可よりもスープを作る。

一
どんなスープですか。

土屋  ツァ/パを入れ ドロドロにしたものに、
チュルペとい う乾チーズを入れて、なかかつ、骨

付の悪い肉を石で砕いてぶ っ込んだやつです。向

こうの人は骨ごと食べるが、僕は歯が悪 くてしゃ

ぶって終 りです。それて身体を暖か 〈して、それ

から10時か11時に朝食を食 って。

―
昼間はどんな事をやっているんですか ?

土屋 前日雪が降りましたらまず屋根の雪降ろ

しをやって土を出す。そこで陽にあたりながら毛

糸をつむいだり、皮をなめしたり、お経を読んだ

り、これも仕事のうちですからね。

一
あの、燃料についてですが、前↓

/こ パニカル

のあたりで登山 しまして、それで村人が三角の ド

ツコにヤクの糞を一杯集めて運んでいるのを見た

けど、あんなのを貯めて置 くんですか ?

土屋 あの糞はチェッと言 うんですが、チェカ
ンと言って専門に置 〈部屋にファーと積み上げて

います。たいがい便所のわきですが、ただあれだ

けでは暖にならんですよ。だからかなり木を夏の

間に集めていますね。

一 ―冬の間に燃やす量といったら相当てしょう

それだけ集めされるのですか ?

土屋 いやあ集めされないと思いますね。だか

ら、かなり苦 しくなります。だから本当に寒いマ

イナス40度位の日は誰も起きてこない。

一
じ―としているんですか ?飯 も食わずに。

土屋  じ―としている。だからその意味で僕は

冬眠だと思 うんですよ。

春を迎える儀式

―
ウーン、厳 しいんですね。それで冬には祭

りが多い と聞きました。

土屋 それはか寺のお祭 りですね。ヘシスが夏
でしょう。あとは全んど冬です。村では春を迎え

る儀式があります。春先に各家 とか村で。

―
さっきの話のパスプンの神とかですね。 ど

んなことをやるんですか。

土屋 五穀豊饒を祈るとい うことなんですが、
各家にはチ ョカンと言 う 仏間があって、そのに
か大 きな家では神の部屋を持 っているんですよ。

一
仏間の他に神の部屋 !それは誰も入っては

いけないとか。

土屋 いやそんなことはない。ただ他の家の人
が入っちゃいけない。小さな家では,チ ョカンの中

にあります。ラダックでは全部兼ねています。

―
その神の間には何があるんですか ?

土屋 神様がありますね。御神体が。

一
御神体とはどのような ?

土屋 御神体とは矢なんです。矢 とか木 とか、
枝とかわ ら東。それに色んな五色の布とかカタを

張りめぐらしてある訳です。

―
矢、枝とかわら東 !ハハア、そうすると何

か日本の標縄とか榊とかあんなのに近 くなって く

る様な気が し校すね。

土屋 そ うです。だから日本でい う「 破魔矢 」
と同じで しょ。チベ ットは。その神の部屋の儀式

なんです よ。春を迎える儀式は。

―
それは農耕と関係があるのですか ?

土屋 農耕、牧畜両方あるみたいです。あの、
生贄を出すんです。今は殺さないで「 生贄 」のデ

モンス トレーションだけやるんです。

一
これはボン教 とは違いますか ?

土屋 宗教はラマ教です。ボン教がよくわかっ
てないということがありますが。かつてザンスカ

ールはボン教の宗本山と言われたこともあります

がどうですかね。

~ボ ン教以前の古い原始的なものがあるとい

うことですか。

土屋 そ うです。

生涯にわたる友人関係 を

一―一 こうして見ると仲々面白いですね。 これか
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らはどんなことをなさるお考えですか。

土屋 当分は行けないと思 うのですが一生を通

してチベ ットの研究を、研究と言 うとがこがまし

いですけど。チペ ットの人間はどうなるか、ザン

スカールの人はどういう歴史を辿 ってい くのかを

見続けていたいというのがありますね。 ラダッタ

・ ザンスカールで暮 らして、その中でできた友情

とか絆があります し、そ ういったものが今の僕を

形づくって 〈れた恩人でもあります。そ ういった

人達にできる限りのことは したい し。

―
ええ、わかる様な気が します。僕 らはヒマ

ラヤを登 り楽 しんで、色んなものを得て帰って く

るけれど反面、現地の人に還す ものを大 して持 っ

ていない。むしろ、物価が上がったり人がこす く

なったりとい う悪い種 もばらまいている気がする

んです。 どうそのギャップをうめていくかが僕自

身にとっても課題だとい う気が しますね。

土屋 僕がヒマラヤの人達の中で学び、成長さ
せてもらったものを、自分の生 きている場とい う

のは日本ですか らその中で生か したい。 もっと地

域に根ざしたものをみつけ自分の生活の根をしっ

かりと張ることができたら、次はそれをラダック

やザスカールヘ持ち返 ってみたいと思 う。それと

現在、急激な物質文明の波が押 し寄せ、彼 らがど

う対処 していいかわからない部分があると思う。

この 506年 で伝統社会が崩れつつあるのを目の
あたりにします。観光客があれだけどっと押 し寄

せると、それを目当てに野菜を作るんです。大麦

の作付面積が変わり、一番金に換えやすい野菜と

かに傾いています。小麦 も増えつつあります。

そういったものに対 して、ア ドバイスと言えば

おこがましいのですが、10年、20年のつき合をし

ていけば彼 らの中で何 らかの発言権を持てるよう

になるのではと思 う訳です。取 りあえずは日本で

の基盤を作ること。周辺的に彼らの文化なり、社会な

りを記録することをお手伝いしたいと思っております。

一
まだまだお聞きしたいのですが紙面の都合

もありますので今度、『 ヒマラヤ』に是非、ザン

スカールの事でも書いて下さいよ。

土屋 ええ、いいです よ。すぐにとい う訳には
いきませんが。

―
じゃあそういうことで。今日は忙 しいとこ

ろをどうもありがとうございました。

(イ ンタビュー ●構成 関 久雄 )
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訂正とおわび

124号 のヒマラヤ放談に以下の誤りがありました。訂正しておわび致します。
1頁左下、ポゴグの時のが→―マナスルの時の  前に五百沢智也氏が空撮 しており山容はある程
2頁左上、チ ャンラの山容 については10年 も 度判っている。と云うのが抜けていました。
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《インド》

インド・ヒマラヤ登山料改定の訂正

先月のヒマラヤ 124号 でお知 らせ しましたイ
ンド●ヒマラヤの登山料に就きましては不明な点

が多く問い合わせ中でしたが、此の度、下記の様

に判明しましたのでお知 らせ します。

―新登山料―

ナンダ ●デビィ西峰、東峰    15,000R・ S

ナング・ デビィ内院のすべての山  10,000R・S

その他の 21,000フ ィー ト以上の山  7,500 ReS

その他の 21,000フ ィー ト未満の山  5,000R・S

貧、これらの登山料は今年の登山隊から適用さ

れるもので、昨年中に登山料を支払 った隊も差額

を支払 うよう求められている。

東京ヒマラヤ集会のお知 らせ

長い間お休み してました東京ヒマラヤ集会を再

会 したいと思います。会員の皆さん !ご友人など

か誘いの上是非お出かけ下さい。

日時 3月 29日 (月 )P・ m7時～ 9時
於  HAJル ーム

3月 の東京集会は昨秋 ドルジェラクパの初登頂

に成功された法政大Ⅱ部山岳部の片岡隊長を囲ん

でジュガールの山々のか話 しを聞きたいと思いま

す。

原 稿 募 集
ニュ~ス  ヒマラヤ (中央アジア官む )各地の
社会情勢、現地事情 (入山事情 )、 登山隊の動

勢など。

紀行 遠征(旅、 トレッキング……ヒマラヤと
それをとり囲む地域のものであれば、何でも結

構です。採用分には粗品を進呈致 します。

HIMALAYA NEヽ ハ′S Ill

ナルシンOM・ S・ プラダハン氏

歓迎会開催 .4′
NOM・ A(ネ パール登山協会 )の収入役・ 理
事で もあるプラダハン氏は比の度、ネパール政府

産業省のお仕事で来 日されました。多忙なスクジ

ュールの合間にHAJ主 催の歓迎会が去る 2月 2
4日 夜、新宿の酒亭・ 衆楽で行なわれました。当

日はNeM・ Aと の合同登山隊で関 りのあったH
AJラ ンタン●り隊、法政大 I部山岳部 ドルジュ
ラクパ隊ゃこれから合同登山隊で出かける都庁山

岳部オンミ●カンリ隊、東海大山岳部 ビック・ ホ

ワイ ト・ ピーク隊、立正大山岳部それにプラダハ

ン氏 と旧知の方々など20名の参加者があり盛会
でした。

プラダハン氏の厳父はヒマラヤン●ソサエティ

を創設された方であり弟のニット●マン●シン・

プラダハン氏は、 ′75年の国王戴冠式記念登山
(ネ パール初の登山隊 )の偵察に行 った折、死亡

し末の弟さんは現在、No M・ Aの専従として活躍さ
れております。

日本からヒマヤラから  ヒマラヤか らの便 り、
ヒマラヤについて日頃思 っていること、HAJ
や編集部に対する提言などもお寄せ下さい。

○送り先 〒160凍京都着「宿区高田馬場3-23-
1-506日 本ヒマラヤ協会「ヒマラヤ」編集部
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■lHlMALAYA NEWS

0山を読む事典 徳久球雄編 東京堂出版 12

月 29日
0シルクロー ドわが旅 森 豊 六興出坂 1月
8日

0日 本の野生植物Ⅲ 平凡社  1月 8日

・ 雪に魅せられた人びと 小林禎作 築地書館
1月 12日

・ 雪華図説新考 小林禎作 築地書館  1月 12

日

・ 花ごよみ「 冬の花 」 浅山英一他 創元社  1

月 20日

・ 藤内壁 岡田憲明 岳書房 1月 23日

・ 青いケシの国 キング ドン・ ウォー ド 自水社
1月 25日

・ シナ奥地を行 〈 卜ロ゙ーヌ 自水社 1月 25

日

・ 虫の字宙誌 奥本大三郎 青土社  1月 28日
●アムネマチン初登頂 上越山岳協会 ベースボ

ールマガジン社  1月 28日
●ヒマラヤに魅せ られたひと一ニコライ ●レーリ

ヒの生涯― 加藤九酢 人文書院 1月 30日

・ 山の天気予報手帳 飯田睦治郎 山と渓谷社
2月 2日

・変わった山歩き手帳 横山厚夫 山と渓谷社
2月 5日

・ 花の歳時記①早春の花 飯田龍太他 小学館
2月 12日
●シルクロー ドに生きる 森田勇造 学習研究社
2月 16日

・ 渓流物語 山本素石 朔風社 2月 18日

・ 釣 り場にて 田中祐三 朔風社 2月 20日

・ 野の花 1(フ ィール ド百花 )大 場達之 山と

渓谷社  2月 23日

・ 白馬・ 後立山連峰 山と渓谷社 2月 24日

都岳連高所順応研究会開催さる
快晴の 2月 28日 (日 )午前9時より東京・岸記念   氏から詳細な報告が行われたが特に反省として、
体育館会議室において、東京都山岳連盟の主催に    ①本人の体力以上の行動が原因ではなかったか
より、「高所順応研究会」が開催された。       ②無人の上のキャンプに酸素を配置していた
会の主旨が登山隊員の全員参加を期待している    ③医師は必要だった
こともあって、遠く山形・京都・長野 0愛知等の    ④事前に勉強しても現場ではどの程度の障害を
遠隔地はもとより近県の熱心な隊員約∞名が参加     受けているか把握しづらい
した。                       等が報告された。

※「遭難事故の実態・ 特に高所障害の例」       '81年 カンチ隊で 6,000π台で重障に陥入った

山森欣一海外委員から、高所障害が原因で死亡   例が紹介され、叉、この 2つの例が、高所障害の
事故を引き起した過去の幾つかの隊を例にとり、   ラインとされる。 6,000π 台と4,000π台で似通
以下のようなことが話された。           った誤ちをしていることが指摘された。

①事故の直接原因が滑落であっても、そのほと   ※「高所医学について」
んどが高所障害を受けていることが原因と思    青梅市立総合病院の三村芳和先生から基礎的な
われる。                    話しがあった後、質問に入った。特に、肺水腫の

②アタック態勢が整ったならばベースキャンプ   時は下に降ろすことが第一に大切で、酸素を吸わ
以下で休養を行い蓄積疲労をとってアタック   せることで回復しない場合もあることが指摘され
すべきだ。この型にならない場合は、アタッ   た。質問が多かったため予定時間を大幅に超過し
クは中止すべきではないか。          て終了した。尚、会議の合い間を利用して本年、

※「高所障害事故の実例」             カラコルムヘ向かう隊の合同打合わせ会が委員の

'81年 クン峰で死亡事故を出した隊の松本寿行   手で設定され隊から感謝されていた。
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札幌ヒマラヤ会議報告
前日にニツ玉低気圧が通過 した札幌では冬型の

気圧配置へと逆戻りし小雪がちらついていました

が道内各地から30名程の参加者を得て札幌ヒマ

ラヤ会議は開催されました。

日時 57年 2月 21日 (日 )10時 ～ 17時
場所 札幌市西区民セ /タ ー

会議は中川氏の司会で進められ北海道HAJグ
ループの世話人代表である阿部さん より挨拶があ

り山森、尾形両講師の紹介がなされた。引き続い

て参加者の自己紹介がなされ日程に入 った。

会議に先だち山森 HAJ事 務局長 よリヒマラヤ   ニングとして山岳を利用 したパフター方式 トレー
会議の趣 旨説明とナング●カー ト峰遭難事故に対   ニングなどおもしろい方法が紹介された。
するカンパ御礼の挨拶があり本題へ入 った。      「 ヒマラヤ登山事故の分析と防止 」
「 カンチェジュンガ学術遠征隊報告 」        (14:30～ 16:00)
(10:35～ 12:00)           山森講師より ,80年、 ,81年 のヒマラヤに
は じめの 20分で山森カンチ隊長よリカンチ計   於ける日本隊の遭難事故を例に事故分析 と事故防
画の立案から実践漆での経緯について説明があり、  止に就いて熱い口調で話された。
当時未解禁峰の最高峰として残っていたカンチ南    事故防止の基本 として目標設定にあたっては、
峰や中央峰のオープン化の働きかけや南峰～中央   国 内で行な ってい る自分達の登山をベースとし
峰～主峰への縦走から資金都合に依 り西峰～主峰   て山を設定すべきであリヒマラヤだけが独立 して
への縦走へと計画を縮少せざるを得なくなったい   いない事を知るべきである。山の中に入ると登山
きさつ、さらには現地入 りしてから交差縦走に踏   者の持つ習性として撤退することは非常に難 しく
み切 り結局縦走には失敗 してしまった事をタクテ   誤った意味での良い方向へともっていこうとする
インクス等をはさみなが ら報告される。       ことになるので国内での申し合わせ事項について

其の后、二巻にわたる八 ヾりの上映で日本出発   は必ず文書で取交 じ尊守するように しなければな
から頂上までの報告があった。機械操作の不慣れ   らない。・……等死なないためのノウ・ ハウに就い
さと同時録音でない煩わ しさから余り芳 しい上映   て力説される。
ではなかった。                   「 ナング

●カー ト峰遭難事故報告 」

「 ヒマラヤ登山とトレーニング」          (16:00～ 16:45)
(13:00～ 14:20)           ナング●カー ト峰遭難事故報告については時間

講師尾形 より高校山岳部時代の基礎体力作りか   の都合上、八ミリフィルムの後編のみの上映にて
ら始って其の后、ツクチェ・ ピーク、ヒマルチュ   終える、ピング リ河のアプローチを見て貰えず残
り、カンチェンジュンガヘと六千米峰、七千米峰、  念であった。
八千米峰へと順次立ち向 う中でどの様な鍛錬をし    以上で会議は終了 し、その後は夜の分科会へと
て基礎体力を培かい臨んだか、そしてその結果ど   会場を移 し遅 くまで賑ゃいだ。
うであったかなど体験談的に話す。          準備に携わって下さった北海道の世話人の皆様

高所登山の トレーニングとして心肺機能の鍛錬   ほん とうに御苦労様でした。
は良 く云われる事であるが、その心肺機能 トレー
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▲

バレピー・コーラ右股氷河とドルジェラクパ (五百沢智也氏提供 )

しみυ
"し
し                    し、我々は苦境に立たされてしまった。その際も

我々法政大学Ⅱ部山学部OB会の中の、若い者   HAJの 菊地評議員が カトマンズに飛び、ランタ

達を中心に、次回の ヒマラヤ遠征のための、ヒマ   ンリ、プリクティーと共に強力に渉外してもらっ
ラヤ体験 として、とにかくヒマラヤヘ自分達で出   た。ポーターの怪我や、ネパールメンバーとの ト

ようとい う気運があ り、当初は トレッキングピー   ラブルなどあり、大幅に予定より遅れてしまった
クを考えていた。こ うい う時、カンチェンジュン   が、10月 18日 、日本人 4人とネパール人 1人が、
ガの先発隊としてカ トマンズ入 りした片岡が、近   ドルジェ●ラクパの処女 ピークに足跡を残すこと

近 ドルジェ.ラ クパがオープンされるらしいとい   ができた。

う情報を聞きつけ、早速 ドルジェに向かって、国
7"¬ 0日  イ

内、ネパール両方で行動を起こした。        ノ″ノ国 ~ア

ドルジェ.ラ クパは、ランタンヒマールと、ジ    8月 8日 、 4人の隊員が、カトマンズに入り、

ュガールヒマールの接点に位置する未登峰である。  カ トマンズに滞在していた片岡と合流、全員が揃

その秀麗な姿は、カ トマンズからもすばらしく眺   う。 9月 2日 には、ランタン●りと共に観光省、

望でき、かねてから幾隊かが、その登頂を狙って   NMA関 係者と合同のために、レセプションの席

レヽた。                             をもった。

我々は、カンチェンジュンガを終わった後、6    9月 5日 、パスとトラックで トリスルヘ出発。

月にランタノ・ りとドルジェの偵察に入った。ル   6日 、53名のポーターでキャラバンが出発する。
― 卜の可能性も見出し、許可の内諾も取ったので   連日雨の中のキャラバンとなる。

あるが、 7月 に突然に、合同の相手としたネパー    9月 10日 、ゴラタベラに着く。モンスーンが明
ル登山協会 (NMA)が 合同の方針変更を打ち出   けたようで、久々に晴れ上り、ランタン・ リルン
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の秀峰がすばらしい。全員感嘆の声をあげながら、

濡れた装備を乾かす。

9月 11日 、ランタン村で、ポーターの約半数を

入れ替える。水量が多くてランシサ・ カルカの渡

渉ができないため、キャンジュンゴンパの下から、

ランタン●コーラの左岸を遡る。キャンジュンあ

たりから、数人が頭痛を訴え始める。

9月 13日 、ランシサ氷河上、4,750π 地点のラ

ンシサ ●りからのアイスフォールの手前で、ポー

ターが何としても動かなくなってしまった。予定

より150π も低い所だが、 9名の強いポーターを

残し仮 BCと する。

9月 14日 、9人のポーターで、BC予定地点の

4,900π まで荷上げを行うも、 1人のポーターが

ガレ場で転び、足に15針も縫う怪我をしてしまう。

荷上げを断念して背負って下すも、出血が激しく、

ポーターには保険をかけてないので、気が気でな

い。ランシサ・ カルカまで下りて、ランタン●リ

隊の結城 ドクターに手術をお願いする。快く対岸

から氷のような水の中を腰迄の渡渉をして来てい

ただいた ドクターには、全く頭の下がる思いであ

った。隊員は当初予定した通り、ランツサ 0カ ル

カで順応のために休養する。

登攀開始

9月 17日 、安全祈願の「ハタケ」の儀式の後、

Clに 向って荷上げを開始する。ランシサ ●りに

沿って右岸を行き、ランシサ ●りが終るあたりか

らランシサ氷河を横断するb氷河は非常に不安定

であり、ランシサ ●りからの雪崩、落石の危険も

あり神経を使う。 Cl(5,380m)は、カンシュルム

とのコルの直下に作る予定で行ったが、距離が長

く、途中に2ケ所デポを作った。デポを作ると、

ロスが多くなるが、順応の程度等考 えると、どう

しても仕方なかった。氷河からは中央にある岩山

の右のルンゼ通しに登り、懸垂氷河に取り付く。

Cl地点まで偵察していたのであるが、 3ケ 月で
大分氷河の様子が変わっており、1縦に走るクレバ

スを抜って右上する。終始コンテで歩く事となっ

た。

9月 21日 、 Cl(5,380π )を建設する。BCか ら

デポ地点までは、初期の頃より1時間以上早く着

けるようになる。 Cl地点は広大な雪面の中にあ
り、雪崩、落石等の心配はまずない。ただソニー

のリトルジョンでは、 BCと 交信が入りにくく、

交信の度にClか ら下に10分程下る事が必要だっ

た。

ルー ト概念図 ドルジェ.ラ クパ 6.989′π
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9月 2日 、全員で Clに入る。内村の順応が思
わしくなく、息苦しさを訴えるため、医療用の酸

素を使う。しかし毎分 1′ 程度では、ほとんど効

果が得られなかった。村上、真行寺パーティーは、

Clの上に 4P程ルートエ作する。偵察した際、
アプローチの容易さからランタン谷から、行くし

かないと半」断した。ランタン側から登るとなると、

3つのルー トが考えられたが、ビッグ・ホフィ ト

・ ピークとのコルヘ上るルートは、懸垂氷河の真

下を登るため危険が多過ぎる。北稜は余りにも傾

斜がきつく、ちょっと手が出ない。我 の々力で登

るとなると西稜以外には考えられなかった。我々

は計画自体を全て簡素化するために、ハイキャン

プは 2つ とした。こうすると各々のキャンプ間が

7～ 800πの標高差となり、遠くなる事を覚悟して

いたが、荷上げ、アタック等はさほど問題にはな

らなかった。

9月 25日 、内村は好転せず、同じく調子が悪く

て動けないネパール側リーダーと共に,B・ Cに下

りた。村上、真行寺、安部は西稜の第2ス テップ

(5,980m)ま でルー トエ作を行う。西稜は予想以

上に傾斜がきつく、雪というよりは氷に近い状態

であり、フィックスロープを多用した。 1,500π

持参したフィックスも大部不足して、最終的には

下部は全て回収して、上部で使用した。毎日午前

10時過ぎにはガスと雪になり、ルートファィンデ

ィングに苦労させられた。第 2ス テップの下の幅

10π 程のクレバスは、当初左側から捲くつもりで

あったが、距離的にロスが多く、右の雪稜にルー

トを見い出し抜け出た。

ネパール側メンバーの造反

9月 26日 、スノーピークを越えて、6,200π 地

点をC2と する。スノーピークからは岩稜とな り、

雪庇と岩稜の微妙なコンタクトラインを3P程行

く。C2地点は雪庇を切り拓いて作ったもので、

狭く、常にアンザイレンする必要があり、余り快

適とは言えなかった。この日ネパールメンバー2

名は (1人は既に BCで休養中 )、 C2への荷上

げ途中で、スノーピークの下で荷物をデポして逃

げ帰ってしまう。 Clに帰ったものと思っていた

ら、何とそのまま BC迄下ってしまった。

C.2上部氷壁を登る隊員

9月 27日 、降雪が激 しく、行動を見合わす。湿

った雪の除雪に忙しい。片岡はネパールメンバー

の説得のために BCに下 りる。 リエゾン●オフィ
サーの判断に一担任せる事にする。この日から3

日間降雪 となる。

9月 28日 、雪は降 り続き、思い切って Clの メ

ンバーも、休養のために BCに下りる。ランシサ

・ りからの雪崩に注意 して、雪に覆われた歩きず

らいモレーンを下る。 BCでは説得工作を続ける
が、態度に変化はない。

9月∞ 日、3日 間降 り続いた雪も止み、青空が

顔を出す。 BCでの積雪は トータルで lπ位であ
った。この 3日 間に秋の事故が続発した訳である

が、我々は幸か、不幸か BCで説得工作に当って
いた訳である。 3日 間の説得の効なく、ネパール

メンバー 3人 と片岡は、カ トマンズまで下 りて、

ミーティングを仕直す事にする。やり切れない気

持ちで BCを後にする。ランシサ ●カルカでの交

信で、ランタン・ り隊の順調な様子を知る。あと

4日 あれば登頂出来るところまで来て、これから

15日 間、登山活動を中断する事となる。

10月 2日 、内村、安部はルー ト整備と順化のた

め、Clに入る。村上、真行寺とコックは若千の

食糧の買い出しに、ランタン村まで下る。

10月 4日 、内村隊は C2へ荷上げ、村上隊はラ
ンシサ ●カルカヘ戻る。片岡は 3日 にカ トマンズ

着。この日観光省で ミーティング。ネパールメン

バーはここでも話し合いに応ずる態度はなく、逆

にレポートを出されて、その対応に苦労する。 5

日より7日 間のダサインの祭りに入る。

10月 10日 、村上隊はC2上部のクレバス迄のル
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―卜工作。内村隊はランシサ ●カルカまで薪取り   だったが、想像以上に傾斜がきつい事と、雪崩の
に下る。片岡は新しいシェルパ 1人をネパールメ   跡がハングしている等の事があり、少し平坦な北
ンパーにつけ加える事に成功、カトマンズを出発   東稜側に頂上直下を回り込んだ。 この辺は傾斜
する。新しいメンパーは、春のカンチェンジュン   も落ち、雪面といった感じであつたが、風が強く
ガのセカンドサーダーであった、ベンパ ●ツェリ   地吹雪である。すばらしい景色に圧倒されながら、
ンである。                     11時 45分、先行のベンパ 0ツ ェリン、村上、真行
10月 14日 、隊員は BCで休養。片岡は BCに戻   寺が頂上に立つ。風が強いため10分位で早々に下
る。全員の無事な様子に喜ぶ。兄弟クラブとも言   山する。後発は頂上直下約

"π
の地点で、内村の

える、明治の駿台山岳部のガンガプルナと、ナン   疲労が激しく、帰りにフィックスのない部分が多
ダカートの藤倉さんの事故のニュースに、一同か   い事もあり、登頂は断念して下り始める。すぐに
なりの落ち込みがある。絶対事故を起さない事を   登頂隊が合流して、意外に頂上が近い事が判り、
決意する。                    片岡と安部が頂上を目指す。12時40分登頂。遠く
10月 15日 、登山活動再開。調子のいい村上、真   クーンプのマカルー、ローツェ、エペレス ト、チ
行寺パーティが先行して、C2の上にもう1日 ル   ョーォュ_、 目の前のビッグ・ ホワイト●ピーク、
―卜工作を行う事とする。天気は安定して来てお   プルビチャチュ、ゴザインタン、ポーラガンチェ
リ、頂上への自信を強めるo             ン、ポーロン・ り、ランタン●りとすばらしい山
10月 17日 、村上隊はC2の上、三角ピークと呼   の大パノラマである。その向うには、無愛想に赤
んだ雪原の入り口までのルートエ作を行う。C2   茶けたチベットの大地が広がってお り、目を見張
から上は更に傾斜がきつくなり、斜めに傾いた氷   る。以前からドルジェ●ラクパは双耳峰であると
壁であるため、片足だけが疲れる。高度感バツグ   いう話があり、頂上で確認したが、双耳峰と言わ
ンであり、両側にスッパリ切れた氷の登攀はすば   れたのは、西山稜 (ドルジェ●ラクパから南に派
らしい。残り3人もC2入 り。            生している尾根 )上の 2つの峻峰と ドルジェを一

t¬ ,数 T百                   緒に見た時の観察であろうと判断した。頂上は幅
'´
´ ~~‐ ´`
                    1～ 2πの細長い雪のピークであった。帰りが心配

10月 18日 、ヒマラヤ初見参の隊員が多い事と、   だったので早々に下る。その頃は風もややおさま
ファイナルキャンプの上に、2日 間ルートエ作を   り、何か登頂した事が嘘のような気持ちだった。
済ましている事もあり、同じ日に全員を2隊に分   途中の悪い トラバースにフィックスがなかったた
けてアタックする嘉にする。 2時に起床、ラーメ   め、通過に時間を食う。内村はこの時、ピッケル
ン雑炊の朝食をかき込み、4時にC2を出る。快   ゃザィルが 2本に見えると訴えていた。事故を起
晴であるが風は強い。すばらしい星空と、カトマ   さないように慎重に下りC2に 4時に着く。やは
ンズの灯に感激しながら登る。前日のルートエ作   り全員疲れた様子で早々とシュラフにもぐり込む。
終了点に、 7時に着く。懸念されたクレバスは、    10月 19日 、C2からBCに下る。全装備を背負
下部がほぼ埋まり、上は30π程の壁になっている   ったため、全員バテ気味であり、特にClからは
が、右側の低い部分から、何とか捲いて登る事が   日本でのボッカ山行のような有様であった。重荷
出来た。上部は予想外の広大な雪原になっており、  のため、フィックスの回収は断念する。10月 も中
西稜の肩に出るのに 3時間余りを費してしまう。   旬を過ぎると風が冷たさを増して来る。通い慣れ
膝上のラッセルと部分的にクラス トして、ウエハ   た氷河をBCへ。
ウス状になった雪に悩まされる。縦横に走るクレ    10月

"1日
、予定より2日 早くポーターが上って

バスを抜って中央部から左に トラバースする。頂   来たため、あわててパッキングを済ませる。何だ
上直下の大規模な雪板雪崩の跡が、何とも無気味   か長いょうで短かかったこの登山をかみじめつつ、
である。気ばかりあせるが、なかなかピッチは上   21日 、17個の荷物と共に下山の途につく。
らない。肩からはそのまま、西稜通しに行く予定    10月 22日 、ランタン村でポーターをチェンジす
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るも、トレッカーとかち合ってしまい苦労する。

10月 27日 、カトマンズ着。

合同登山の難 しさ

現在我々が合同できる相手としては、ネパール

登山協会 (NMA)、 警察、大学等があるが、N

MA以外は強力なコネクション、渉外力が必要と

なリー般的ではない。NMAの 中でも、合同隊の
メンバーになる資格があるのは、マナンの登山学

校の卒業生に限るという規定がある。マナンの卒

業生というのは、現在100名少 居々るが、この連

中は概して実力がなく、要領のいい奴が多い。合

同隊も増えてくると、この中で優秀なシェルパを

メンパーに選ぶというのは、至難の技である。全

ての装備、食糧を支給して、保険も給料もサーダ

ー並みに支払って、それでメンバーというのは何

か釈然としないものである。反面彼等は、メンバ

ーとしての誇りだけはしっかり持っており、その

辺の折り合いがむずかしいところである。我々は

若い事もあって、甘く見られて、彼等ネパールメ

ンバーを使い切れなかったのが真相であるが、我

我はとにかく貧しい隊であり、切りつめた遠征だ

ったので、食事のメニュー等も貧弱であり、一層

厳しさに迫車をかけた。
＼
合同の場合は、ネパール

人が登頂しない事には、我々は登れない訳であり、

彼等が病気になったり、ス トライキを起した時に

は、全くどうしようもない。我 の々場合、 3人の

ネパールメンバーのうち、 2人が不調で全く動け

ない事と、彼等同志の不仲もあって、あらゆる

手を使 って説得を試みたが、だめであった。

彼等が出して来た14項 目の問題について、 1つ 1

つについて解決していっても、理屈で解っても感

情で動かないという状態であった。一度 Clで動

かないため、私がビッケルを持って怒ったのであ

るが、それが「ネパール人を殺そうとした」とい

うレポー トになり、その解決にも非常に苦労した。

解った事は、ケンカして絶対得はしないという事

だけであった。我々は合同というだけで約 120万

円位の出費を考えなければならなかった。もし我

我の隊にも ドクターが居れば、不調の者を診断し

証明書を書けば (調子の良い奴で登る気のない者

もニセの診断書を書く )日 本人だけで登頂できた

かも知れないが、それもできず、最良の方法とし

てカトマンズに一度下りて、プリーフィングをも

う一度する他なかった。登山自体は日本人 5人で

全く問題はなく、登頂目前にして登山を中断する

というのは、口惜しいやら、情ないやらで泣くし

かなかった。幸い我々は全員休暇の心配もなく、

食糧、燃料も少し補充すれば全く問題がなかうた

ため、15日 間も中断する事ができたが、普通の隊

なら、あの時点で遠征を中止するしかなかったと

思われる。我 の々場合が特別かも知れないが、今

後の合同隊でも少なからずこの種の トラブルがつ

きものではないかと思われる。

おわりに

今回の遠征は、発想から出発まで半年位の期間

しかなく、資金的にも大変苦しいものであり、隊

長が日本にいないという事もあり、隊員は大心苦

労したようである。許可取得、現地での渉外等々、

エキスプレストレッキングのランジャン氏、HA

Jの菊地氏には並々ならない御協力を頂いた。登

山中はランタン●りの方々には、随分元気づけら

れたり、 ドクターの御助力を頂いた り、大変力強
い思いであった。HAJの カンチ隊の御協力で、
かなりの量の装備、食糧を借用したり、寄贈して

もらったりして随分金銭的に助かった。 ドルジェ

の西稜は期待した通りの、すばらしいルートであ

り、そのすっきりした稜と登攀のすばらしさは、

それぞれの隊員の胸に強烈に焼きついたものと思

われる。この経験を生かして、更に大きい目標に

向って前進してゆきたいものである。

(片岡 邦夫 )

隊の構成

隊 長 片岡邦夫(27)

副隊長 村上和也 (26)

隊  員 内村友宏(26)安 部 誠 (24)

真行寺栄一(24)

ネパール側 メンバー アン●テンリ(26)
ベ ンバ ●ツェリン(38)

アン●パサ ン(26)

プー ●ドル ジ ェ(21)
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カンチエンジュンガ学術報告-2-
五百沢 智也

▲ヤルン氷河

1981年 日本カンチェンジュンガ学術遠

征隊学術部門第 2次調査 (秋季 )の活動
について、その概要を報告する。

第 2次調 査 隊 の 目 的

(1)空からの写真撮影

地形分類図、氷河調査図等の作成のために必要
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なカンチェンジェンガ山域全部を

カバーする写真の撮影を実施する

作業。春季第 1次隊の実施した現

地踏査作業と相まって前述作業の

完成に資する。

(2)地形分類のためのサンプル調

査

撮影した空中写真の判読作業に

必要な鍵を現地で獲得するための

調査。カンチェンジュンガ山域或

はその周辺地域の踏査を考えてい

た。

(3)資料調査

前述の作業のために必要な既存

の空中写真、地図、参考文献等の

資料を収集し購入する作業。

第 2次隊の編成

隊長 五百沢智也れ0 宇都官大・
愛媛大学講師、氷河地

形学、地図学。

隊員 小野 有五3a 筑波大学講
師、地質学氷河地形学。

行 動 記 録

出発 1981年 11月 7日
帰着 1981年 12月 5日 計 29日 間

11月 7日  A1315便 にて成田発バ ンコック

泊

11月 8日  RA402便 にてバ ンコク発 カトマ
ンドヮ着。エクスプレス・ハウスれ

11月 9日 ～11月 18日

カトマンドクにて飛行機チャーター

のため、ネパール政府関係機関、R



NAC、 UNDP、 日本大使館を歴

訪、最善の努力を重ねる。

11月 19日  UNDPの ピラタス・ターボ・ポー
ターのチャーターにより、カンチェ

ンジュンガ周辺の高度 7000メ ー
トルの撮影飛行を実施 した。パイロ

ットはキャプテン・ ヒューラー.

11月 20日 へ′11月 28日

日数が少ないこと、カンチ周辺の入

域許可のとれないことのために、陸

路手軽に入れるポカラ北方、マチャ

プチャリ山麓に目的地を変更し氷河

地形調査を実施した。

11月 29日 鉱山局に岩石サンプル持ち出しのた
めの許可書を申請する。夜、モリシ

ューンス トランで、 H・ グルン博士、

オッリ測図局長、シャルマ登山部長

と会食。

11月 30日  測図局にて地図作成作業の現況を訊
く。資料調査実施。鉱山局書類入手.

12月 1日 ～ 2日

航空貨物の通関手続 き 2日がかり。

小野隊員は 2日 カトマンドゥ発。

12月 3日  五百沢カ トマンドゥ発。小野成田着。
12月 5日  五百沢成田着。HAJ事 務所泊

カンチェンジュンガ山域の撮影

RNACの ピラタス・ターボ。ポーターは、 3

機あるが 1機は破損して使用不能、もう1機は部

品欠のため飛行不能。やっと 1機のみが稼動でき

る状態であったが、 10月 、ビラトナガールから
タプレジュンに離陸して間もなく墜落破壊してし

まった。パイロットこみで定員 7名のところへ10

名塔乗、荷物も満載したため空中分解したのだと

言われている。スツづめタクシーさながらの航空

機利用は、バンコク=カ トマンドゥの 727の フ

ライ トでも毎度のことであり、RAの利用は再考
を要する。さて、こうした事故のために、我々の

計画も大支障をきたしてしまった。部品欠の機体

に 2週間もすれば部品がとどくからまかせてもら

いたいとRAの職員は言うが、いつまでたっても

同じ答がかえってくるに違いないことを我 だ々っ

て先刻御承知である。

宮原さんに聞くと、人命救助等緊急の場合は、

UNDPの 持っているもう1機のピラタス機を利
用させてもらうことができるのだが、それには、

それなりの大義名分と国連側の飛行機運用計画の

ゆとりがないといけないという話だった。そこで

測量局やら観光局と相談したが、話はこじれて抜

きさしならぬ方向へ向い始める始末であった。そ

こで一転、日本大使館の嶋崎書記官に頼んで、我

々の仕事がユネスコの IHP雪氷委員会の要請に

基づく氷河台帳づくりに関連するものであり、カ

ンチ ェンジュンガ周辺のフライ ト実現に協力を

依頼するという文書を小森参事官のサインで作っ

ていただいた。小森さんは、か って書記官時代

にもカトマンドゥの勤務であり面識のあったのは

好都合であった。UNDPで もアシスタント・グ
イレクターとお会いしてお願いしたところ実務の

ものと相談して可能ならやりなさいと言うことに

なった。計画課の人、キャプテン・フューラーな

どと討議の結果、 19日 以前なら可能性があり、

それまでにRNACの チャーター・セクションの
OKと 、フライト管理部門の許可を文書でもらう

ようにということになった。このRAを動かして

文書をもらうということが割合大変なことであっ

た。再び日本大使館より2通の依頼書をもらって

これらの部局の頭にとどけ、紹介状やら電話依頼

の手をいろいろ使って 18日 の夕刻、書類をUN
DPに とどけた。「遂に文書を手に入れましたか、

では明日は飛びましょう。」ということで、向う

さまは、あてにしていなかったような感触だった。

19日 のフライ トはパフルー経由のもので、こ

こに森林局の外人 2人をおろし、スライド式横ド

アをひもでしばって半開きの型で固定し、横向き

の撮影態勢に入った。空は快晴だが山頂はすこし

ばかりの雪煙をあげていた。フューラー氏は、あ

れはいけない兆と言ったが、なるほどヤルソ氷河

をラムゼーあたりまで入るといきなリガタガタブ

ンと乱気流のあおりが始まった。かくして氷河中

央線沿いの直線飛行はだめとなり、グンサからロ

ナクあたりそしてツェラムと周辺部の周遊飛行て

いどが精一杯であった。
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里未踏への誘い (カラコルム・ヒンドゥークシュ編〉 (4)

岩壁に囲まれて、技術的にもなかなか難しい山だ。

この山の南面からのアプローチはやはリクンヤ

ン氷河からクンヤン北峰の北のコルを越え、長さ

20勧近いアッパー・ ヤズギル氷河を縦断するし

かないようだ。南西から遠望すると頂上の南西側

から浅いクーロアールがアッパー●ヤズギル氷河

に落ちているごとく見える。一時はこの雪のクー

ロアールから比較的容易に登頂可能とみられてい

た。だが実際にはこのクーロアールは標高7,000

m附近から東南に向きを変え、ユクシン●ガルダ

ン氷河へ落ち込んでしまうので登攀ルートには使

えない。南稜は頂上から直接ではなく、西稜上の

ピナクル (標高約 7,400m)から派生している。
アッパー・ ヤズギル氷河からはこの南稜を忠実に

たどるルー トと、前記ピナクルの南西面を登るル

ートが考えられる。南稜は 6,800π附近から岩場

がはじまり、途中さらに 2つの大ピナクルを越え

る困難なルートだ。この 3つの大ピナクル攻略の

ための登攀具や食料等を、あの長大なアッパー・

ヤズギル氷河最上部に荷上するのも大きな問題点

となろう。標高 7,5002の山だが、このルートで

は 8,000m峰のタクティクスを考える必要がある。
ピナクルの南西面は下部が雪の急斜面、上部は岩

と雪の ミックス壁だ。おそらくこの山の中では技

術的には一番やさしいルートであろう。だが雪崩

の危険がつきまとい、雪質がよほど安定している

ときでないと取り付けない。

シムシャル側からのどのルートも難しそうだ。

まずヤズギル氷河は下部が荒れていて、アッパー

●ヤズギルヘのルートには使えないようだ。東壁

及び北西壁は高度差 2,000π 以上の大岩壁で、こ

の壁が登攀の対象となるにはまだ何年かかかるだ

ろう。北東稜も下部に大きな岩壁がありちょっと

手が出せない。北面から最も可能性のあるルート

ヒスバー山群 その2

杉本 忠男
今年のパキスタン方面への登山許可も出そろっ

たようだ (P.18参照 )。 一昔前とちがって登山申

請数が年々減少しているため、8,000π 峰以外な

ら大方は第一希望の山が許可されるようだ。さら

に興味深いのはパキスタン山岳会によるリザープ

ド・ ピークといわれていた山も許可になっている

ことだろう。観光省としては年 登々山隊が減少し

ている現状を考慮しての処置なのだろうか。 (パ

キスタン山岳会では観光省に対して約 20の ピー

クを指定し、今後これらのピークの最初の登山許

可をパキスタン山岳会に保留しておくよう申請し

た。そして 2年前から認められたことになってい

るのが以下のピークだ。ウルタル I峰、同Ⅱ峰、

ドバニ、ユクシン・ ガルダン・サール、プマリ・

チッシュ、K6tス キャン●カンリⅡ峰、プパラ
シュ、パコー 0ダス (マ ンゴ●グソール北方 )以

上 9つのピーク。)こ の中でユクシン●ガルダンは

数年前禁断の地シムシャル側から入山すべく、日

山協やJACが パキスタン山岳会に合同隊の話を
持ちかけていた。ところが昨年観光省が神大隊に

許可を出してしまったのでパキスタン山岳会側は

メンツがっぶれてしまい、観光省に抗議した経緯

があるらしい。そのあおりで今年の許可は合同隊

の条件がついてしまったのだろう。さて今回はそ

の問題の山、ユクシン●ガルダンから始めよう。

ユクシン・ガルダン・サール C7530m

現在登山許可が取れる山の中で、世界で最も高

い未踏峰である。この山はヒスパー山群の主脈か

ら北に大きくはずれているため、シムシャル側の

入域が禁じられている現在は接近するだけでもひ

と苦労だ (今年からシムシャルヘ入域可能とする

未確認情報もある )。 しかもどの面も急唆な稜や
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は北稜だろう。だがこの北稜とてスキリッシュ・

サールとのコルから上部約 1,200π ほどが圧倒的

に切り立った二段の壁だ。下部はヒマラヤ装をつ

けた高度差 700π ほどの雪壁、上部は高度差 300

m以上の雪も付けない急峻な壁に近い岩稜だ。こ

の山に限っていえばシムシャル側がオープンされ

てもそう簡単に登れる山ではないだろう。

1981年始めてこの山に挑むパーティが現われ

た。神大高校OB会の 6人で、クンヤン氷河から
アッパー●ヤズギル氷河を縦断して南稜に取り付

いた。しかし悪天候にわざわいされて核心部のピ

ナクルの岩場にはまったく触れず、標高6,800π

附近で引き返したようだ。

無名峰C6820m,C.6830m

アッパー●ヤズギル氷河に立つと、ユクシン●

ガルダン・ サールの西稜上に東西に並ぶ美しい双

耳峰が 日にとまる。 C.6,820π (東峰 )と C.6,830

π (西峰 )だ。高度は J・ ワラの資料によったが

筆者は東峰の方がやや高いのではないかと思って

いる。東峰は東南の雪の斜面からクレバスを避け

て、また西峰は雪の南稜通しに登れるだろう。

無名峰C.6850m

ブマリ・ チッシュとジュトマル●サールを結ぶ

稜線上の最低コルのすぐ西にあるこのピークは、

今のところまったく目立たぬ存在だ。東南面のジ

ュトマル氷河側はのっぺりとした雪の斜面でどこ

も雪崩の危険がある。アッパー・ ヤズギル氷河側

もやはり雪の斜面だが、こちら側は雪質さえ安定

すれば容易なルートが 2～ 3本ほど考えられる。

この山はC.6,820mゃ C.6,830m峰 とともに、ア

ッパー●ヤズギル氷河周辺の 7,000π 峰の第二登

三登と、これら6,800m峰の初登頂とを組合わせ

たかたちで狙われるのではないだろうか。

▲ジュ トマル氷河からプマリ・チッシュ
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プマリ・チッシュ主峰 7492m,      から見るとクンヤン●チッシュの属峰に見えたと
東南峰C.7350m,無名峰C6850m  東大隊はいっている。やはり山は下から仰いだり

対岸から眺めたりしてはじめて様になるものらし

この山のジュトマル氷河側はどこも胸のすくよ   い。筆者はこのプマリ・チッシュ東南峰を南面か
うな一大岩壁を連ねて圧巻だ。主峰は主脈からや   ら見上げたとき、登攀価値が十分ある山だと感じ
や北にはずれているが南面からも望むことができ   た。それどころか高度差 2,500・π以上もある南壁
る。 1974年オーストリア隊が、特別な許可を得   は、数年後にはヒマラヤのビッグ 0ウ ォールの一
てこの山を北面からねらった。だがヤズギル氷河   つとして大きな目標になるであろう。北面も高度
下流が荒れていて登高不能だった為、プマリ・ チ   差 1,000π ほどの岩壁だ。東稜は 7,000π 附近に
ッシュにはまったく手を付けずに終ってしまった。  岩場が一ケ所あるが登攀可能だろう。東稜のコル
主峰は 1979年北海道岳連隊により北稜から登ら   へ上るルートとしてまずジュトマル氷河側のルン
れた。アプローチはクンヤン氷河からクンヤン●   ゼが考えられる。しかしこのルンゼは筆者も奥を
チッシュ北峰の北のコルを越えるルートがとられ   のぞけなかったのではっきりと言明はできぬが、
た。別の山を一つ回り込んでから目的の山に取り   急峻でしかも落石やプロック雪崩の多い危険なル
付くという非常に遠大な、そして大坦なルート転   ―卜ではないだろうか。それよりもジュトマル氷
開だった。この隊は当初この山の南面または東面   河西俣から6,850π 峰の北東の コルヘ上がり、
からの計画で登山申請した。しかし後にこれらの   6,850π峰を北から捲いて東稜に取り付くルート
面が大岩壁とわかり、前記の遠大なルートに変更   はどうだろう。アッパー・ヤズギル氷河からも東
せざるを得なくなったのが真相のようだ。本来ヒ   稜へ取り付けないこともないが、このルートは長
マラヤ登山は、特に未知の要素の多い山では、た   すぎるのが欠点だ。
った一回の登山ではなかなか登れぬ場合が多い。    C.6,850mの 無名峰も高度差2,000π 以上のす
最初は偵察や試登等によるアプローチや地理的解   ばらしい南壁を持っている。マイナー●ピークと
明等があって、それらの資料をもとに登頂成功に   はいえ、いずれこの岩壁を目指すパーティも現わ
導びかれるのが一般的であろう。そういう面では   れよう。
北海道岳連隊はアプローチ●ルートがみごと図に

当り、とても幸運だったといえるだろう。

主峰西稜は技術的にはやさしい雪のリッジだが  クンヤン・チッシュ主峰 7852m,
北からのアプローチでは北稜と大差がなくあまり        東峰 C.7400m,西 峰 C.7350m

興味が湧かない。それよリジュトマル氷河側の大    筆者がヌシク●ラから眺めたこの山の最初の印
岩壁を越え、さらに西稜へ抜けるルートはどうだ   象はとにかくばかでかい山だと思った。登攀ルー
ろう。クンヤン●チッシュとのコルの西側や東側   卜を捜す心の余裕などまったくなく、その大きさ
の岩壁は、上部の傾斜が落ち可能性がありそうだ。  にただただ感嘆していつまでも見上げていたもの
東南峰(C.7,350m)は東峰と呼ばれたり南峰と   だ。南面や西面の高度差は約 4,000π 、しかも頂
されたりしてまぎらわしいので、ここでは東南峰   上は複数で東西にそして南北に頂稜が伸びている。
とした。このピークは北海道岳連隊によれば、主   急峻な岩と雪の壁に取り囲まれたその様はまるで
峰の延長上にあるただのコブでピークとは認めが   中世ヨーロッパの巨大な要塞を連想させる。
たいそうだ。はたしてそうだろうか、大方の山は    主峰は 1971年ポーランド隊により、プマリ0
上から見降ろすと魅力がなくなってしまうものだ。  チッシュ氷河側の雪壁から南稜上部に抜ける信じ
世界一美しい山とスイス隊が絶賛したプモリ   がたぃルートから登られた。筆者も同隊が登った
(7,145m)ですら、エベンストの上部から見降ろ   その雪壁を見上げたが、高度差約 1,500mの うち
せばやはり稜線上のただのコブとしか見えぬし、   右下の半分は雪がそげ落ち、上部もいつどこから
プマリ・ チッシュ主峰もクンヤン●チッシュ上部   でも雪崩が出そうでたった一つの命ではとても登
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る気にはなれない壁だと思った。南稜は長大すぎ

て下部から登るパーティはもういないかも知れぬ。

それより1980年に英国隊がねらったルート(悪

天侯で失敗したが )が面白そうだ。クンヤン氷河

から主峰と北峰のコル付近に伸びる小さな雪稜を

つたって主稜線に抜け、雪の北稜をたどるルート

だ。雪崩の危険も比較的少なく、技術的にも割と

やさしそうだ。小人数によるアルパイン●スタイ

ルの登攀にも使えるだろう。他に起バリエーショ

ンだがプマリ・ チッシュ氷河側から主峰の東肩に

上る岩稜と、南峰へ上がる岩稜 (上部は雪稜 )が

目に付く。両方とも急峻でしかも高度差は2,500

～3,000π もあり、いずれこの山の一番の課題に

なろう。

東峰 (C。 7,400m)も 難 しそ うな山だ。最初に

′く―テ ィ

1・ 静岡登攀 クラブ

2.東京朝霧山岳会

3.諏訪山岳会

4.鵬翔山岳会

5.東京都庁山岳部

6.金沢大学

7.山岳同人まほろば

1982年パキスタン方面の登山許可状況

考えられるのは東南稜だろう。この稜のプマリ・

チッシュ氷河側は岩ばかりだが、ジュトマル氷河

側は雪を付けている。取り付きは氷河の荒れ具合

いから考えればジュトマル氷河からが有利だろう。

他にアッパー・ ヤズギル氷河のクレバスをさけな

がら雪の北西稜に取り付くルートも可能なようだ。

西峰 (C.7,350m)こ れも難峰だ。南面の氷河

は途中岩壁で分断され、しかもその岩壁の上には

危険なハンギング●グレシャーが顔をのぞかせて

いる。西稜は長くそして 6,000m以上ではやせた

岩稜が続き手ごわそうだ。北稜 (稜 と呼べないほ

ど小さなもの )は下部に岩場があるもののあとは

急な雪のルートだ。このルートは技術的な面より

いかに雪崩をさけるかが大きな問題となろう。

(つづく)

許 可 された山

同左

同左 (別名ウルタル I峰 )

パスー・ ピーク 7,284π

同左→ネパールヘ転進

同左

同左 (た だしパキスタン山岳会 との合同が

条件 )→中止

同左 (同上 )→合同条件を接渉中。合同不

成立のときはクンヤン●チッシュ主峰

同左

サラグラール  7,349π

第一希望で申請 した山

ガッシャブルムⅣ峰   7,980m
ボイオハグール I峰   7,329
ウルタルⅡ峰     7,388
K7                6,934

リン′ク‐リーール         7,041

ハチンダール●チッシュ  7,163

ユクシン●ガルダン C.7,530

ユクシン●ガルダン C.7,5308.華奈婆同衆

9.華奈婆同衆

10.水沢山岳会

ドフイ ンギー

シャカウル

5,941

7,084

―事務局から一

※ 事務局態勢の変更

機関紙編集を担当していた角田不二理事が仕事

の都合上昨年末で専従を離れることになったため

1月 より尾形好雄氏が新たに専従しています。こ

れによって事務局専従は 2名 とな りました。この

他常時 3～ 4名の会員の方が勤務終了後事務局や

各委員会のサポー トとして活躍しています。

※ 昭和57年度(57.4.1～ 58.331)会費納入お願い

年会費は前納制度となっております。本号に会

費納入用の郵便振替用紙を同封しましたので 6月

までに納入下さるようお願い致します。尚、前期

分未納の方は併わせて納入下さい。

※ ナンダ●カートカンパのお願い
ナンダ・カートカンパにつ きましては 、既にお願

いし約 150名の会員から御協力いただきました。

今後共、積極的にカンパに御協力お願い致します。
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水野 勉
荷物運搬の人数不足に加えて、その地方の住民   ルウィン川の支流、ユ・ チュ沿いのピトゥを訪れ
はほとんど半餓死状態にあり、しかも一生の大部   た。
分を通じてそうであった。どこにいっても、食料    ウォードはタロン川すなわちマイファ川上流に
の余裕などなく、何週間もの旅行でも食料を買う   達しようと最善をつくしたが、このときはできな
ことは不可能だった。そのため、多人数でこのよ   かつた。ふたたびピトゥに着いたが、今度はチベ
うな土地を歩き廻ることはほとんど不可能であっ   ットと中国の間に重大な トラブルが起きていた。
た。この地方を遠征する場合には、食べる頭数が   ツァーロンのチベット人たちはウォードに非常に
少なければ少ないほど、行動しやすいし、それだ   紳士的であったが、その土地に滞在することには
け成果がみのりあるものになるだろう。       あくまでも反対した。それでしょうがなく、かれ
1913年にはウォードはその大部分をふたたび   は南へと向い、ア トンツェヘと戻った。
メコンおよびサルウィン川流域の探検ですごした。    1914年 にはウォードはビルマにまた戻ってき
揚子江 ●メコン、メコン●サルウィン、サルウィ   た。今度は自分の仕事をビルマ北部と中国との間
ン・ イラフジの各分水界を構成する三つの平行山   にある国境山脈に限定した。かれは基地をピマウ
脈では、最高峰は横に並んでいることをかれは発   に置いた。 5年後にはファーラーもまたここに基
見した。揚子江・ メコンにはベイ●マ oシ ャン山   地を置いた。ウォードの最大の目標はイマウ●ブ
塊、メコン●サルウィンには力・ グル●ブ山塊、   ムを登ることだった。このピークはどちらかと言
サルウィン●イラワジにはゴンバ●ラとそれぞれ   えば独立峰で、国境主山脈に属しているのでなく、
横に向い合って存在する。             それに向い合ってそびえている。標高は 13,370
この年の旅行を扱った著書The Mystery Ri―    フィー トである。興味ある植物が豊富な以外に、
VerS of Tibetの 中で、ウォードは特に力・ グル   珍獣ターキンがたくさん住む生息地帯であった。
・ ブあるいは力●カルポと呼ばれる山塊について   ターキンというのは、アッサム北部、ビルマ北部、
書いている。シャクナゲやサクラソウがどこから採   チベット南部山地に住むヤギに似たカモシカ類で
集されたかに興味を持つ人はたくさんいるだろう   ある。
が、その地名が分水界上の主山脈、しかも氷雪に    それから、かれは国境山脈に沿ったルー トで北
光るピラミッド状の峰々であることを知る人は少   上した。この旅行の間、かれはウララという峠を
ない。つまり、ウォードはそのような高峰の中で   越えねばならなかった。そこに達するのにかなり
シャクナゲやサクラソウ採集していたのである。ウ   苦労したし、気候も非常に悪かった。ウォードは
ォードが植物採集者というばかりでなく、山岳地   次のように書いている一  「冬にはこれらの山々
帯の地理学的探検家としてみられるゆえんである。  は深い雪におおわれ、冬期の数か月は寒さがきび
やがてウォードはメコン川を渡り、ベイ●マ●   しいにちがいない。わたしは雲南においてさえウ
シャンを探査し、それからアトンツェに戻った。   ラウ以上に花のためにすばらしい土地を見たこと
それから北西に向い、南東チベットヘと入り、サ   がない。また、それ以上に接近の困難なところも

-19-



なかったし、困難に勇敢に立向かう人びとにとっ   別の山脈タル●トラを越えて、ナム●タマイ川に

ても、非常な苦しみを味わわずに近づくことがで   出て、ジャングルの中をとおってフォル ト●ヘル

きないところだった。そのため植物採集者たちも   ツヘとたどつた。フォル ト・ ヘルツヘ着く前の数

思うようにいかず、その場所に豊富にある花 ゃ々   日間というものは、ひどい熱病にやられて、まる

動物が保護されてきた。それも長い間にわたって   で夢遊病者のようであつた。このため、自分の計

である。自人が 1シ ーズンそこに住みつくことな   画した旅行の後半部分を実行することができなか

どとても不可能なように思うd           つたoすなわち、フォル ト●ヘルツからアッサム

そこから、かれはラキン川を下ってマイ 0フ ァ   ヘ抜けようとしたのだった。しかし、病気の男に

川へと行った。そしてその川沿いに北上し、シン   しては、かれのなしとげた旅行は十分すぎるほど

グルプ●チェト経由で、マィ●ファとマリ・ ファ   リっぱなものであった。

両河川との間の山脈を越え、フォル ト・ ヘルツヘ    1924年 にはキングドン0ウ ォードの名を地理

着いた。おそろしい気候にすっかり打ちのめされ   学的に有名にしたツァンポ●ゴルジュの探検がお

て病人のようであった。               こなわれた。すでに北極その他に旅行した経験の

1919年にはウォードはふたたびイマウ●ブム   あるアール●コウダーとともに 1924年 3月 にダ

に向った。今度はそこばかりでなく、その付近を   ―ジリンに着き、そこで第二次エヴェレスト遠征

も徹底的に探査した。その夏であったが、かれは   隊を率いたブルースと会い、輸送や従者などのこ

ファーラーおよびコックスとピマウで一緒に数日   とであれこれと親切なはからいを受けた。ガント

をすごした。                   クではベィリーの家に滞在し(2日 間 )、 ツァン

1921年には、かれはふたたび、自分のよく知   ポの探検についての助言を受けた。ベィリーはす

っている雲南を訪れた。麗江、ユンニン、揚子江   でに 1913年モーズヘッドとともに、アッサムか

を渡った地方、ムリおよび四川の一部などを歩い   らミシュミ●ヒルをとおって、ツァンポ●ゴルジ

た後戻った。 1922年には、ユンニン、ムリ、麗   ュまで先駆的な旅行を試みていた。この地域につ

江などの旅行がくり返された。しかし、それから   セ`ては最初の探検者といってよく、それ以来だれ

北西へ向い、カリ峠を越え、アトンツェを訪れ、   もツァンポ●ゴルジュを探ったものはいなかった。

北方へと向いツァーロンヘと入り、ビトゥおよび
｀  また、ギャンツェには、 J・ E・ コーベット、F

ダミォンの遠くまで足をのばし、その後ツェクま   ・ ラッドロゥなどがいた。ヒマラヤン●ジャーナ

で戻り、ふたたびタロン川に達し、できるならば   ルの初期の号をお読みになった方は、この 2人の

フォルト.ノヘルツまで行き、マリ・ ファ経由で ミ   名前を知っているにちがいない。コーベットはヒ

キーナヘ下ろぅとした。これは前には失敗したル   マラヤン●クラプの創立者の 1人で、HOJ第 1

_卜 でぁった。                  巻の序文を書いている人である。ラッドロゥにつ

今度は成功した。サルウィン●タロンの分水界   いてはすでにこの「閑話」でも何年か前に書いて

はピマウおよびチミリ付近のはるか南のサルウィ   いるから、熱心な方はおぼえておられるだろう。

ン●マイファ分水嶺よりもずっとのこぎり歯状に   1933年から1949年にかけて、アッサム、プータ

ギザギザの荒れた山塊であった。ウォードはそれ   ン、南東チベットを旅行しているが、そのうち、

について書いている一  「タロン分水嶺の尾根は   1938年 にはツァンポの大屈曲点の北部の探検で、

ひどくギザギザ状に切り刻まれていて、空の透明   ナムチャ●パルワ、ギャラ・ベリなどの近くを訪

なプルーを背景にして浮き出ていた。その北端に   れている。つまり、キングドン●ウォードはこの旅

は山脈の最高峰ゴンバ・ ラが王者のように巨大な   行にあたって先輩のベィリーおよび後につづくラ

山容でそびえており、モレーンと岩層との荒涼た   ッドロゥの 2人と会って意見の交換をしているの

るふんいきの中に白雪をきらめかせていた」    である。ツァンポ●ゴルジュの探検は、この 3人

ツェクからのウォードのルートは、ゴンパ ●ラ   によって、 1913年、 1924年、1938年と3回 し

の突出部を越えてタロン川へと下って、それから   か未だおこなわれていないのである。
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■■■1連載・ ヒマラヤの報告書紹介 ⑬

カラコルム登山報告
―北海道大学山岳部山の会―

70年代前半頃までヒマラヤ遠征を志す者にとっ   の自己評価、それも普偏性を指標とした総括であ
て報告書はある意味でバイブルであった。何より   る。最近手にしたこの「 カラコルム登山報告」は
もヒマラヤ全域に関して情報は現在に比して圧倒   北大という場から出された レポー トであるだけに
的に貧しいものであった。現在はどうであろうか。  種々示唆されることがあった。一般に大学山岳部
毎年ヒマラヤに出る日本隊をすべて把握すること   は社会人山岳会に比して恵まれたベースを持って
はよほど注意していないとできないほど多い。    いる。そして、恵まれているが故に発展のエネル
また、報告書をはじめ雑誌、単行本、会報類ま   ギーがひよわになっていることも否定できない。
で含めたヒマラヤに関する資料はおびただしく流   豊かな土壌が真の意味で生かされている大学は少
れ、それらを整理し検索をつくり管理しようとす   ない。「あまりにも共有の認識が成されてしまう
る努力をあきらめさせるほどの量である。      部分が多いために重要な認識のギャップに気付か
情報は、管理され検索のシステムが整えられて   ずに流されてしまうような陥穿が、大学山岳部の
はじめて体系化される。総合化と普偏化がなされ   隊には宿命的に存在している。したがって大学山
るには体系化が必要であり、総合化と普偏化の中   岳部の隊の目指すものは、非対立、融和の隊では
から組立てと創造、真理が導き出される。このよ   なく、対立点を明確にでき、かつそれを越える本
うな処理をされない情報は断片であり、独断と偏   来の融和点が生かされる隊ということになる。…
見であるかも知れず、行動のベースとした場合は   われわれ全員は、今、いくつかの激昂した論議の
ある危険を抱え込むことになる。          場を余裕を持って振返ることができる」北大はそ

特に、その時 の々先端の流れや方法が伝えられ   の一つであろう。実際行動にどう表現されたであ
るときこの現象は常に起っている。最近の事例は   ろうか。高度順化のパターンを見ると、登頂まで
いわゆる

ttアルパイン●スタイル "にみられる。   の12日間連続C2以上に滞在し、結果として全員
本質が正しく理解されないために起る混乱は軽  々  登頂をかちとっている。けれど、帰路キャラバン
な追随を呼び、高所登山では死に直結する。     において40分歩いては30分休みというような異常
現代においては、かつての地域事情のような単   な衰退が記録されている。全員登頂の成果の陰に
純情報ではなく、はるかに トータルな、むしろ登   明らかな危険が内在されていたことを物語ってい
山の方法論のような広義の解析された情報がより   る。医師でもある隊長はこの事実をどう次期遠征
重要になっている。それは登山ジャーナリズムに   に生かすであろうか。「天侯周期と体力の予備力
与えられるものではなく登山者サイドにおいて作   との兼ね合い」で下に下りなかったと担当は記し
り出すべきものである。内外の先端的ニュース、   ているが、これは「 Clにおりたら次の行動に有
文献上での経験はもちろん、活字化されていない   利であった」というような単純な問題ではないだ
経験まで意図的に収集され、管理されるシステム   ろう。全員登頂とは肩組み合って頂上に立つこと
が必要で、個人の力を越えている。高所登山の正   ではないし、軽々に掲げることのできない目標で
しい発展をはるか上でのベーシックな面をフォロ   ある。北大という経験の累積と真近に冬の 8,000
-するこの仕事は大変な努力を要し地味であるが   mを めざすという常に新たな目標を掲げてやまな
価値ある仕事である。当然最新の機器材の力を借   い伝統の故に種々解析してみたくなるレポー トで
りる必要があるが、HAJな どはこれにふさわし   ある。 (S)
い性格と機能を持っているのではなかろうか。

さて、関連して我々がある隊の報告書に求める    B5判 、 125頁、 1981年 7月 25日 発行
ものはできるだけくわしい事実記録とともに行動   北海道大学山岳部山の会
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新 入 会 員
昭和 56年 9月 26日 ～ 57年 2月 5日

会員番号

1540

1541

1542

1543

1544

1545

1546

1547

1548

1549

1550

1551

1552

1553

1554

1555

1556

1557

1558

1559

1560

1561

1562

1563

1564

1565

1566

1567

1568

1569

1570

1571

1572

1573

1574

1575

1576

1577

1578

藤

川

屋

藤

崎

木

藤

崎

屋

尾

山

本

原

田

水

井

川

永

田

越

藤

井

川

谷

　

田

東

崎

田

谷

本

田

田

本

保

中

辺

関

山

Ｊ

佐

長

大

佐

宮

鈴

工

宮

糸

成

舟

長

藤

早

清

下

西

松

成

吉

佐

石

小

丸

渡

内

伊

袖

太

戸

橋

平

栗

江

大

田

渡

尾

青

志

明

義

誠

夫

茂

志

勉

幸

俊

芳

進

重

子

彦

雄

弘

夫

洋

隆

司

光

夫

明

二

朗

郎

昭

雄

薫

弘

志

″コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
与■

４

尚

啓

明

　

久

　

誠

　

　

竹

邦

　

武

佳

義

孝

義

義

　

文

隆

年

貞

政

俊

利

節

敏

行

　

康

清

T 住          所 電 話 番 号

喜代美

伸

博

春

人

彦

博

嘉

　

吉

照
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Travels

―
シカール・ トラベル

ー
〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

シ ッキム・ ブータン・ ガ ール ワール・ クマオ ン

クル ●マナ リ・ ラダック・ ネパ ール o o o o。
へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

鋏飯貯
ADESH

(MANAGING DlRECTOR)
TItAVtrLS PRIVATI.] I-INIITEI-)

1,701, Nirmal torvers,

26 barakhamba road nerv delhi-110001

tel. 42555,42666 telex 0311364 SHIK tN Cable SHIKHE

Branch office:Gangtok

Camp off ice:Joshimath & Uttarkashi

ヒマラヤ登山の専門家

3■冒■L

SITA WORLD TRAVEL(:ND
F-12, COnnaught Place,New Delhi-110
le: SITATUR PhOne: 45961 T

並ぶものない出岳サー ビス

★ インド政府許可証

★ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

★ テント宿泊用具

☆ マウンテンガイド

IA)PV丁 .LTD。
1001, India
lelex: 2823

フアー イースト エンタープライゼス
東京都港区北青II13 1‐ |16番 18号  |ヤ ||1共同ビル 容407-8100(イ 表 )

日本代表
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■ 寸 感 ■

前号編集の ピンチヒッターからどう云う訳か機

関紙編集の仕事がまわってきました。

tt物
も云えなくなった者も居る "と 云う殺し文

句にまいり引き受けました。.

素人の小生には手に余る業務かと思いますが角

田前編集長や関編集委員らの協力を得ながら兎に

角、より良い機関紙作りに頑張りますので宣しく

お願いします。

(尾形 )

曰 □ 圃 (2月 )

21日 (日 )

斉藤家葬儀 (於 :塩釜、西郡、小島、

山森、伊東、八嶋 )

札幌ヒマラヤ会議 (山森、尾形 )

本田家葬儀 (於 :長岡、稲田、小島、

館野 )

ナルシン●M・ SOプ ラダハン氏歓迎

会 (於 :東京 )

'82年 クン登山学校インス トラクター

会議 (土居、稲垣、角田、尾形 )

'82年 クン登山学校第二回合宿

(於 :HAJル ーム )

24日 (水 )

25日 (オ0

27日 (■ )

ヒ マ ラ ャ No1 25(4月 号 )

昭和57年 3月 10日 印刷  57年 4月 1日 発行
発1 行 人  柴 田 金之助
編 集 人  尾 形 好 雄
発 行 所  日本ヒマラヤ協会
〒160 東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

替 京 マ

4日 (木 )

8日 (月 )

9日 (火 )

13日 (土 )

14日 (日 )

'82年 クン登山学校集会

機関紙委員会 (山森、角田、関、尾形 )

プリグティ打合わせ (稲田、山森、菊

地 )

第 1回 カンチ会 (福島 0飯坂温泉 017

名参加 )

藤倉家葬儀 (於 :福島、山倉、稲田、

菊地、尾形、他 )

■ヒマラヤ観光開発欄はネパール政府観光局
指
定インフォメーションセンター、ネパール

航空日本地区販売代理店|こ指定されており

ます。

■ネバールヘの個人旅行/トレッキング/パ

ッヶ一ジ・ツァー/トレッキングで登れる

18峰/登出の計画等、あらゆるご相談|こ経

験豊富なスタッフがおりますので、安りbし

ておまかせ<ださい。

■ネパール国内ではトランス・ヒマラヤン・

ッフー社/ホテル・工ベレスト・ビユー/
日本航空総代理店の業務を行なっておりま

す。

ヒマラヤ観光開発株式会社
〒105東京都港区新橋3丁目26番 3号 会計ビル 5F
電話 03(574)9292～ 4

ネバールヘの旅は経験豊かな

代理店を選ぶことが第一です

.ア
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カラコルムセミナートレッキング隊員募集

時 期
負担金

定 員

講 師

申込み

8/6 α)
8/7 ∈D
8/8(D
8/9 明)
8/10 CЮ

8/1100
8/120～

HAJで はこれまでネパールヒマラヤで五百沢
智也講師のもとにセミナー トレッキングを実施 し

てきましたが、このたび「 この催 しをパキスタン

でも″」という要望に応え、下記のような計画を

組みました。

コーランの読経と炎熱の砂漠、コパニーの実る

オアシスの憩い、そして豪快なカラコルムの氷河

をあなたも歩いてみませんか。

目 的 西部カラコルムパツーラ山域の踏査及び

五百沢智也氏の指導による野外調査活動

1982年 7月 26日 ～ 8月 15日

43万 円 (航空運賃の変動等により変る

こともあります)

20名 (申込順 )

五百沢智也、他 1名

1982年 4月末 日までに下記に申込むこ

と (資料を送ります)

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1
淀橋食糧 ビル 506 日本ヒマラヤ協会

コースと日程

東京三二年イスラマパード

イスラマバー ド滞在 (山行準備 )

イスラマバー ドーー→ギルギ ット

ギルギットー∠三

`°

バール
バールー→ボラグス谷―→シュエー

シュエー→ パルタール氷河→パルタ

ールの カルカに B・ C設置

B・ Cに て休養

パルタール >HAJ '78′ ツヾー ラ

Bo C

HAJ'78B・ C―→パルタール

バルタール休養

パルメールー→バール

▲バルタール氷河左岸の山々

ジープ    ジーブバールーーー→チャルトーーー→フンザ

フンザ滞在

フンザ ‐――→ギルギ ット

ギルギット滞在

ギルギ ット滞在

ギルギット～イスラマパー ド

イスラマパー ド(ラ フルピンデ ィ)

滞在

イスラマバード(ラ フルピンデ ィ )

滞在

予備日

イスラマパードニ■生成田

8/13(D

8/14∈D
8/15(日)

7/26明)
7/27(ヴ0

7/28C●

7/"C相
7/∞ (0

7/31∈D

8/1 個)
8/2(月)

8/3 CЮ

8/4 00
8/5 0わ

カラコルム概念 図
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ヒマラヤヘの装備

◎遠征隊の装備、相談にのります。

一
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→肇
「
万嘉ズだ―〃
●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601は )

0新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7●03(346)0301
0水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東 京都千代田区二崎町2-8-14●03(264)5575

0水道橋ソフトウエアンョツプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6● 03(264)8901
●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-12380486(41)5707

0高崎店/〒 370群馬県高崎市新町105●0273(27)2397

0 1CI通 販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内●03(2oo)7219
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